
市政についてのご意見ご要望をお聞かせ下さい。（電話 事務所６２－６２００ 森本宅６２－６０６１ ）

本
年
度
中
に
20
名
程
度
で
組

織
を
立
ち
上
げ
、
来
年
度
か

ら
調
査
・
研
究
を
実
施
す
る
。

簀戸 利昭議員◆井原市の防災対策としての避難訓練の状況について ◆有害鳥獣被害対策におけるサルの

生態状況調査について

坊野 公治議員◆井原市のインターネットの取り組みについて ◆井原駅、駅周辺の有効利用について

上野 安是議員◆ごみの減量化、資源化に向けた取り組みについて

川上 泉議員◆小・中教育の連携と課題について ◆協働のまちづくり事業について ◆自主防災組織設置

への本市の取り組みについて

森本 典夫議員◆福祉避難所のあり方について、今後、市はどうしようと考えていますか ◆学校施設以外

の公共施設の早期耐震診断と必要箇所の耐震工事を ◆放射線量の測定間隔を拡げ、測定

箇所を増やしては◆「場外舟券売り場」の設置の動きがあります。市としての対応は

◆井原・芳井・美星地区の方言を後世に伝えるため「方言辞典」の作成を ◆幼・小・中・

市立高校の普通教室にエアコンの設置を ◆井原市ふれあいセンターへ早期に自動昇降機

の設置を

西田 久志議員◆新規就農者の支援体制について

大鳴 二郎議員◆外国籍の子供たちへの支援及び外国人児童生徒の教育の充実は

◆放射線教育について市はどの様な考えか◆道徳教育の充実について

藤原 浩司議員◆新・いばら子どもすくすくプラン、後期行動計画等について

佐藤 豊議員◆第６次総合計画前期基本計画の達成状況について ◆医療、子育て支援等の基金事業の存

続・拡充について ◆不育治療費助成事業創設について ◆井原放送ＣＡＴＶ網を活用し

た買い物難民・買い物弱者対策について

馬越 宏芳議員◆水道料金の格差是正を ◆野上町の研修広場の有効利用について

河合 建志議員◆福祉バスの運行について ◆環太平洋連携協定（ＴＰＰ）の交渉参加について
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２０１１（平２３年）井原市議会１２月定例会での質問議員の項目

この「井原民報」は森本ふみお議員のブログ（http://jcp-seibu.sakura.ne.jp/morimoto/）でも見れます

井
原
市
議
会
12
月
定
例
会
が
、
12
月
５
日
か
ら
19

日
ま
で
開
か
れ
、
市
長
提
案
の
５
会
計
補
正
予
算
や

条
例
の
制
定
や
一
部
改
正
及
び
廃
止
な
ど
10
議
案

（
１
議
案
修
正
）
の
す
べ
て
を
、
全
会
一
致
で
可
決

し
ま
し
た
。

こ
の
度
は
、
11
議
員
が
一
般
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

日
本
共
産
党
の
森
本
ふ
み
お
議
員
は
、
平
成
元
年
６

月
議
会
以
降
連
続
91
回
目
の
質
問
を
し
ま
し
た
。

厚
生
労
働
省
の
示
す
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
に
沿
っ
て
深
め
て
い

く
。

こ
の
度
の
市
議
会
で
森
本
議
員
は
皆
様
の
要
望
を

採
り
上
げ
７
項
目
の
質
問
を
し
ま
し
た
。
瀧
本
市
長

や
片
山
教
育
長
の
答
弁
の
大
要
は
次
の
と
お
り
で
す
。

市
民
の
利
用
頻
度
の
高
い
も

の
、
老
朽
化
の
度
合
い
等
勘

案
し
な
が
ら
順
次
対
応
す
る
。

学
校
施
設
以
外
の
公
共
施
設

の
早
期
耐
震
診
断
と
必
要
箇

所
の
耐
震
工
事
を
。

学
校
関
係
の
耐
震
改
修
が
来

年
度
で
終
わ
る
の
で
そ
の
あ

と
に
な
る
。

幼
小
中
市
立
高
校
の
普
通
教

室
に
エ
ア
コ
ン
の
設
置
を
。

質
問
す
る
森
本
市
議

当
分
の
間
現
在
の
一

週
間
間
隔
で
行
う
。

芳
井
、
美
星
地
区
に

つ
い
て
は
検
討
す
る
。

放
射
線
量
の
測
定
間

隔
を
拡
げ
、
測
定
箇

所
を
増
や
し
て
は
。

今
後
、
情
報
収
集
に
努
め
る

と
と
も
に
地
元
や
市
民
の
意

思
を
尊
重
し
、
議
会
の
ご
意

見
等
も
お
伺
い
し
な
が
ら
適

切
に
対
応
さ
せ
て
い
た
だ
く
。

井
原
・
芳
井
・
美
星
地
区
の

方
言
を
後
世
に
伝
え
る
た
め

「
方
言
辞
典
」
の
作
成
を
。

「
場
外
舟
券
売
り
場
」
設
置

の
動
き
が
あ
り
ま
す
。
市
と

し
て
慎
重
な
対
応
を
。

来
年
度
予
算
措
置
さ
れ
れ
ば
、

夏
行
わ
れ
る
「
七
夕
ま
つ
り
」

ま
で
に
は
設
置
し
た
い
。

井
原
市
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

の
階
段
へ
、
早
期
に
自
動
昇

降
機
の
設
置
を
。

福
祉
避
難
所
の
あ
り
方
に
つ

い
て
、
今
後
、
市
は
ど
う
し

よ
う
と
考
え
て
い
ま
す
か
。



６月 ９月1１月２月 ６月１０月12月２月 ６月 ９月12月

坊野  公治 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 9

藤原  浩司 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 11

上野  安是 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 11

簀戸  利昭 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 11

西田  久志 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 9

馬越  宏芳 〇 〇 〇 〇 〇 〇 6

三輪  順治 〇 〇 〇 〇 〇 5

大鳴  二郎 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 8

水野  忠範 〇 〇 2

川上  武徳 〇 〇 〇 〇 〇 5

宮地  俊則 〇 〇 〇 〇 〇 5

佐藤  　豊 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 11

井口　  勇 〇 〇 〇 〇 〇 5

森下  金三 〇 〇 2

河合  建志 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 10

鳥越孝太郎 〇 〇 〇 3

川上 　 泉 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 9

高田  正弘

藤原  清和 〇 〇 2

森本  典夫 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 11

藤原  正己

乘藤  俊紀 〇 1

質問者合計 9 15 15 13 13 12 9 15 12 12 11 136

議　　　長

平成23年

井原市議会定例会一般質問状況一覧

質問
回数

議 員 名
平成21年

議   　　 　 　長

平成22年

２０１１年(平成２３年)１２月２２日 井 原 民 報（第１２３号） （２）

日本共産党の森本市議はみなさんの利益を守ることを第一に考え、市民こそ主人公の立場で奮闘します。

森本市議の無料なんでも

生 活 相 談
と き

毎週月曜日 午前１０時～１２時

ところ
日本共産党市議事務所 井原町103

でんわ
６２－６２００ (党市議事務所)
６２－６０６１ (森本ふみお宅)

師
走
に
入
り
、
今
年
も
あ
と
わ
ず
か
と
な
り
ま
し
た
。
皆
様

に
は
、
今
年
一
年
大
変
お
世
話
に
な
り
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

今
年
は
、
東
日
本
大
震
災
や
原
発
事
故
が
お
き
た
ほ
か
、
自

然
災
害
に
見
舞
わ
れ
た
大
変
な
一
年
で
し
た
。

そ
の
上
、
民
主
党
政
府
は
Ｇ
20
で
「
消
費
税
10
％
」
の
国
際

公
約
、
Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
で
の
Ｔ
Ｐ
Ｐ
参
加
表
明
、
「
辺
野
古
移
設
」

の
日
米
合
意
を
ま
も
る
た
め
の
「
環
境
影
響
評
価
書
」
年
内
提

出
な
ど
、
マ
ス
コ
ミ
で
も
「
亡
国
の
政
治
」
と
指
摘
さ
れ
て
い

ま
す
。
私
に
は
さ
ら
に
「
売
国
の
政
治
」
の
表
現
も
ピ
ッ
タ
リ

か
と
思
い
ま
す
。

私
は
、
来
年
も
市
民
と
の
結
び
つ
き
を
強
め
『
要
求
の
あ
る

と
こ
ろ
日
本
共
産
党
あ
り
』
と
い
う
立
場
で
活
動
し
ま
す
。

そ
し
て
、
憲
法
と
平
和
を
守
り
、
地
域
経
済
と
住
民
の
暮
ら

し
を
守
る
た
め
、
引
き
続
き
奮
闘
い
た
し
ま
す
。

来
年
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

二
〇
一
一
年
（
平
成
二
十
三
年
）
十
二
月

井
原
市
議
会
議
員

森
本

典
夫

井原市議会１２月定例会で可決した
平成２３年度一般会計補正予算中、国
の人事院勧告の関係で、人件費等の減
額が全体にかなりあります。

歳出（支出）について主なものを次
にお知らせします。

●▲６,６７０万円・・人件費(一般職、
嘱託職員、臨時職員)

●４,３６０万円・・障害者福祉扶助費
●５,６００万円・・私立保育園実施委

託料
●▲９,６９６万円・・子ども手当費
●１,３５０万円・・四季が丘放課後児

童クラブ施設整備
工事費

●４,２８０万円・・生活保護扶助費
●１,０００万円・・住宅リフォーム補

助金
●３,５６５万円・・県営道路橋梁工事

負担金
●２,０００万円・・交通安全施設（歩

道）整備工事費
●３,２０３万円・・非常勤消防団員災

害補償組合費
●１,３４１万円・・土木施設補助災害

復旧費
●１億１,７７８万円・・市民病院事業

会計補助金

日
本
共
産
党
が
市
長

に
要
望
書
を
渡
す

11
月
14
日
の
午
後
３
時

に
日
本
共
産
党
井
原
市
委

員
会
（
森
本
ふ
み
お
委
員

長
：
市
議
）
の
メ
ン
バ
ー

が
瀧
本
豊
文
市
長
に
会
い

「
２
０
１
２
（
平
成
24
）

年
度
予
算
編
成
に
あ
た
っ

て
の
要
望
書
」
を
提
出
し

ま
し
た
。

党
側
か
ら
は
、
森
本
市

議
、
大
平
、
石
井
両
元
市

議
ら
７
人
が
、
市
側
は
、

瀧
本
市
長
、
片
山
正
樹
教

育
長
、
長
野
隆
総
務
部
長

が
対
応
し
ま
し
た
。

先
ず
日
本
共
産
党
か
ら

市
長
に
１
２
５
項
目
に
わ

た
る
要
望
書
を
手
渡
し
ま

し
た
。
そ
の
あ
と
市
長
か

ら
、
各
項
目
に
対
す
る
回

答
書
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

回
答
書
を
受
取
っ
た
あ

と
、
要
望
内
容
を
深
め
る

発
言
・
質
問
を
し
ま
し
た
。

要
望
は
１
時
間
半
に
わ

た
っ
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

最
後
に
市
長
が
「
市
政

に
対
す
る
１
２
５
項
目
の

市
民
の
声
を
平
成
24
年
度

の
予
算
編
成
に
当
た
っ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

こ
の
要
望
に
対
し
て
補

陳

情

の

結

果

●
消
防
団
員
の
確
保
に
つ
い
て

・
・
・
採

択

足
の
説
明
や
ご
提
言
も
い

た
だ
き
ま
し
た
。

１
時
間
半
と
い
う
限
ら

れ
た
時
間
で
し
た
が
、
私

ど
も
に
と
っ
て
も
大
変
有

意
義
な
会
と
な
り
ま
し
た
。

き
ょ
う
の
要
望
を
踏
ま

え
24
年
度
に
反
映
で
き
る

も
の
は
反
映
し
て
い
き
た

い
。
将
来
的
な
検
討
と
い

う
課
題
も
い
た
だ
い
た
の

で
、
そ
れ
ら
に
つ
い
て
は

今
後
検
討
し
て
い
き
た
い
。

今
後
も
皆
様
方
の
貴
重
な

ご
意
見
を
賜
り
ま
す
よ
う

お
願
い
い
た
し
ま
す
。
」

と
話
さ
れ
ま
し
た
。

要望書を渡す森本市議(左)

次の条例が制定されました

●井原市職員の自己啓発等休業に関する条例
●井原市暴力団排除条例

次の条例が廃止されました

●井原市民交通傷害保障条例

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
の

補
助
金
１
千
万
円
追
加

森
本
市
議
が
提
言
し
、

今
年
度
か
ら
実
施
さ
れ
て

い
る
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
補

助
金
が
大
好
評
。
２
度
目

の
追
加
予
算
１
千
万
円
が

付
き
ま
し
た
。
み
な
さ
ん

大
い
に
利
用
し
ま
し
ょ
う
。


